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アメリカ フランス ドイツ 日本
図1．読解力順位推移（2000〜2015）
表1．読解力
2000 2003 2006 2009 2012 2015
日本 8 14 15 8 4 8
アメリカ 15 18 17 24 24
フランス 14 17 23 22 21 19
































アメリカ フランス ドイツ 日本
表2．数学的リテラシー
2000 2003 2006 2009 2012 2015
日本 6 10 9 7 5
アメリカ 28 35 31 36 40
フランス 16 23 22 25 26


















アメリカ フランス ドイツ 日本
表3．科学的リテラシー
2000 2003 2006 2009 2012 2015
日本 6 5 4 2
アメリカ 29 23 28 25
フランス 25 27 26 27






日本 8 4 8
エストニア 13 11 6































日本 9 7 5
エストニア 17 11 9
フィンランド 6 12 13
表6．科学リテラシー
2009 2012 2015
日本 5 4 2
エストニア 9 6 3











































日本 2 2 2
エストニア 5 3 3




































































（2） OECD “PISA 2015 HIGH PERFORMERS”
 http://www.oecd.org/pisa/PISA-2015-estonia.pdf
（3） Priit Reiska, Imbi Henno “Estonian success in PISA-what are the reasons behind that?”
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